





































ついての一つの方法を論じることを目的とする。この目的のために、2015 年 10 月 26 日（月）





































図２ これらの図形も「先端の角の和」は 180度 
図 1　2種類の星形七角形
また、これは星形 n 角形にまで至る訳ではなく、中途半端な一般化である。もちろん一般









図２ これらの図形も「先端の角の和」は 180度 図 2　これらの図形も「先端の角の和」は 180°
そうすると、角の和が常に 180°であることには「先端 5 つの星形」であることが必要では
なく、星形をも包括するもっと一般的なものが関係していると考えられる。また、図 1（右）
の星形七角形の先端の角の和は 540°になるが、図 3 のように三角形と四角形を重ねてできる


































































えていた。いくつかのグループの生徒の中には、C と D を結ぶと、∠ ECD が e と等しく、 
∠ BDC が b と等しいから、全ての角が三角形 ACD の内角として集まり、よって星形五角形
の先端の角の和は 180°であると結論付けた者がいた。いうまでもなく、この説明は誤りであ
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1　日時・場所   平成 27 年 10 月 26 日（月）6限（14：35 ～ 15：25）
2　場　所     南館 3階　第 2学年 C 組教室
3　学年・組    第 2学年 C 組（男子 17 名　女子 14 名　計 31 名）



























































































































































































































































































































           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②：対頂角、外角の性質を使って大きな三角形として見る方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②：対頂角、外角の性質を使って大きな三角形として見る方法
16 中学校数学科でのアクティブ・ラーニングにおける課題の発見に関する一考察
③：平行線の錯覚、同位角の性質を利用して一直線上に集める方法
③：平行線の錯覚、同位角の性質を利用して一直線上に集める方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④：ブーメラン型の角を利用した方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④：ブーメラン形の角を利用した方法
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⑤：多角形の外角の和を利用した方法⑤：多角形の外角の和を利用した方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥：五角形の内角の和を利用した方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥：五角形の内角の和を利用した方法
⑤：多角形の外角の和を利用した方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥：五角形の内角の和を利用した方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

